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裏表紙にも掲載しています



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
に
成
年
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
、
選
挙
権
年
齢
な
ど
が
18
歳
と
定
め
ら
れ

た
の
で
、
民
法
に
お
い
て
も
18
歳
以
上
を
大
人

と
す
る
の
が
適
当
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

か
つ
ら
ぎ
町
に
お
い
て
は
、
１
月
に
県
内
の

町
村
で
は
初
め
て
と
な
る
「
新
年
賀
詞
交
歓

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
仁
坂
知
事

や
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
の

皆
さ
ま
を
囲
み
、
町
内
の
企
業
経
営
者
の
皆
さ

ま
と
名
刺
交
換
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
大
変
良
か
っ
た
と
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
町
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
当
選
し
た
13
人
中
６
人
が
新
人

と
な
り
、
議
会
の
雰
囲
気
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。

　

10
月
に
は
、
大
東
建
託
株
式
会
社
が
発
表
し

た
「
住
み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
「
町

の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
両
方
で
和
歌
山
県

１
位
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
「
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
２
年
連
続
和
歌
山
県
１
位
、
「
住

み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
大
阪
府

島
本
町
、
兵
庫
県
芦
屋
市
に
次
ぐ
、
関
西
で
３

位
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ
大
阪
が
取
材

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
「
住
み
続
け
た
い
」

「
幸
福
度
が
高
い
」
と
感
じ
て
い
る
住
民
の
皆

さ
ま
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
や
町
職
員
に

と
っ
て
何
よ
り
も
励
み
に
な
り
、
本
当
に
嬉
し

い
出
来
事
で
し
た
。

　

人
口
動
態
の
う
ち
社
会
増
減
で
は
、
昨
年
４

月
以
降
、
転
出
者
よ
り
転
入
者
の
方
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
昨
年
11
月
末
で
プ
ラ
ス
14
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
然
増
減
で
は
出

生
よ
り
死
亡
の
方
が
多
く
、
昨
年
11
月
末
で
マ

イ
ナ
ス
１
３
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
な
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
自
然
減
を
社
会
増
で

補
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
引
き
続
き
、

本
年
も
人
口
減
少
対
策
に
は
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
元
旦

　
　
　
　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町
長　
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阪 
雅
則
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
町
議
会
運
営
に
対
し
、
ご
理
解

と
お
力
添
え
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
残
念
な
が
ら
一
向
に
収
束
せ
ず
、
４

年
目
の
春
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
多
く
の
事
業
が
実
施
さ

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
社
会
経
済
活

動
と
感
染
症
対
策
の
両
立
が
必
要
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
昨
年
７
月
に
議
員
の
改
選
が
あ

り
、
気
持
ち
新
た
に
13
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
議
会
と
し
て
も
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
攻
で
全
世
界

の
歯
車
が
狂
い
、
政
治
・
経
済
・
生
活
基
盤
ま

で
も
が
わ
ず
か
な
期
間
で
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
一
日
も
早
く
元
の
社
会
へ
戻
る
こ
と
を
願

い
、
少
し
で
も
明
る
い
話
題
の
年
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　

か
つ
ら
ぎ
町
は
今
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る

大
切
な
時
で
す
。

　

鍋
谷
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
大
阪
経
済
の
流

入
、
京
名
和
自
動
車
道
や
世
界
遺
産
に
よ
る
観

光
客
の
増
加
、
若
者
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
。
さ
ら
に
は
、
本
町
特

産
の
新
鮮
な
フ
ル
ー
ツ
の
数
々
の
流
通
速
度
の

進
化
。
本
町
を
取
り
巻
く
人
々
の
動
き
が
急
速

に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
防
災
拠
点
と
も
な
る
庁
舎
の
建
設
移

転
計
画
や
笠
田
中
農
地
造
成
の
民
間
に
よ
る
総

合
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
誘
致
。
移
動
人
口
拡
大
と

な
る
新
橋
の
建
設
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ｒ
笠
田
駅
・

妙
寺
駅
の
駅
前
再
開
発
事
業
等
、
行
政
と
し
て

計
画
実
行
が
必
至
の
時
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
会
の
立
場
か
ら
精

一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
元
旦

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町
議
会
議
長　

溝
北　

好
一
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町からのお知らせ

　町議会の同意を得て、令和４年12月６日付で、南典昌氏を副町長
に選任しました。任期は、令和８年12月５日までの４年間です。
　南氏は、かつらぎ町職員として、税務課長、総務課長、参事（総括
担当）などを歴任しました。　
副町長として、町長を補佐するとともに、政策・企画の立案なども行
います。

● 副町長就任

● のお知らせ

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、住民税
非課税世帯等に対して１世帯あたり５万円を給付します。

支給対象者
　①基準日（令和４年９月30日）において、かつらぎ町に住民登録
があり、世帯全員の令和４年度の住民税均等割が非課税である世
帯（対象と思われる世帯に確認書を送付しています《要返送》）
　②申請日時点にかつらぎ町に住民登録があり、予期せず令和４年
１月～12月の間に家計急変のあった世帯で①と同様の事情があ
ると認められる世帯
　※①②いずれも、住民税が課税されている者から税法上扶養され
ている親族などのみで構成される世帯は、給付対象外となります。

申請期限申請期限申請期限 問い合わせ　新型コロナウイルス感染症
対策総合窓口（内線2215・2219・2226）

電力･ガス･食料品等
価格高騰緊急支援給付金

提出期限

1/31(火)必着
支給金額
１世帯あたり５万円

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、失業や
収入減少、食費等の物価高騰等の増加の影響で、損害を受けた低所
得の子育て世帯（ひとり親世帯を除く）を見舞う観点から、特別給
付金を支給します。

支給対象者
　①②両方に当てはまる方。（ひとり親世帯分の給付金を受け取っ
た方を除く）
　①令和４年3月31日時点で18歳未満の児童（障害児の場合、20
　歳未満）を養育する父母など。※令和５年2月末までに生まれた
　新生児なども対象。
　②令和４年度住民税均等割が非課税の方、または令和４年１月１
　日以降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となった方。

子育て世帯生活支援
特別給付金（その他世帯分）

提出期限

2/28(火)必着
支給金額
対象児童１人あたり
一律５万円

令和４年度

申請はお済ですか？

南副町長



　

町
で
は
、
家
庭
の
経
済
的
理
由
に
よ

り
お
困
り
の
方
に
対
し
て
、
学
用
品
費

な
ど
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な
費
用
を

援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
の
家
庭

を
対
象
に
就
学
援
助
費
の
う
ち
入
学
前

に
必
要
な
「
新
入
学
学
用
品
費
（
入
学

準
備
金
）
」
の
支
給
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
申
請
し
な
く
て
も
、
４
月
に
申

請
し
認
定
さ
れ
た
方
に
は
、
第
１
回
支

給
時（
７
月
中
旬
頃
）に
新
入
学
に
必
要

な
学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

支
給
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
４
月
に
町
の
小
学
校
に
入
学
予
定

・
申
請
時
に
町
に
居
住
し
て
い
る
（
３

　

月
末
日
ま
で
に
町
外
に
転
出
す
る
方

　

を
除
く
）

・
就
学
援
助
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る

就
学
援
助
要
件

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
に
な

　

っ
て
い
る
方

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

　

さ
れ
て
い
る
方

③
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④
国
民
年
金
の
掛
金
が
減
免
さ
れ
て
い

　

る
方

⑤
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
猶
予
ま
た

　

は
減
免
を
受
け
て
い
る
方

⑥
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

　

る
方

⑦
直
近
（
令
和
３
年
１
月
〜
12
月
）
の

　

世
帯
員
全
員
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、

　

所
得
基
準
額（
※
）に
満
た
な
い
方

※
認
定
の
所
得
基
準
に
つ
い
て
…
例
と

し
て
、
「
給
与
所
得
者
」
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
の
勤
め
人
）
で
、
父
・
母
・

子
ど
も
２
名
（
小
学
生
・
中
学
生
各
１

名
）
の
場
合
、
給
与
収
入
が
約
４
０
０

万
円
以
内
な
ら
ば
、
制
度
の
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
控

除
額
（
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）
や
扶

養
家
族
な
ど
、
収
入
だ
け
で
一
概
に
判

定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
方

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

⑴
申
出
書
・
同
意
書　

※
教
育
委
員
会

　

で
１
月
６
日（
金
）か
ら
配
布
。
同
意

　

書
に
は
世
帯
全
員（
高
校
生
以
上
）の

　

同
意（
署
名
）が
必
要
で
す
。

⑵
印
鑑（
認
印
）

⑶
振
込
先
で
あ
る
申
請
者（
保
護
者
）名

　

義
の
普
通
預
金
通
帳
の
写
し
（
口
座

　

番
号
が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
）

⑷
就
学
援
助
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

　

証
明
で
き
る
も
の
（
①
・
③
〜
⑥
に

　

限
る
）

申
請
期
間　

１
月
６
日（
金
）〜
31
日

（
火
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
※
土
日
祝
除
く

申
請
結
果　

２
月
下
旬
頃
〜
３
月
上
旬

頃
に
、
申
請
者
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
。

支
給
予
定
額　

５
万
４
０
６
０
円

支
給
予
定
時
期　

３
月
中
旬
〜
下
旬

注
意
事
項

・
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
し
た

方
全
員
が
必
ず
援
助
を
受
け
ら
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

・
今
回
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
を
受

け
た
場
合
で
も
、
入
学
後
に
「
令
和

５
年
度
就
学
援
助
制
度
」
の
受
給
を

希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
就

学
援
助
制
度
の
支
給
費
目
の
う
ち

「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
は

支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

・
新
入
学
準
備
金
の
支
給
を
受
け
た
後
、

町
の
小
学
校
に
入
学
し
な
い
場
合
や

町
外
に
転
出
す
る
場
合
は
、
新
入
学

準
備
金
全
額
を
返
還
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る

場
合
は
申
請
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
漏
れ
や
審
査
結
果
が
不
認
定
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
入
学
後
に
「
令

和
５
年
度
就
学
援
助
制
度
」
を
別
途

申
請
し
認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、

「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
と

し
て
同
様
の
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

・
「
新
入
学
準
備
金
」
の
審
査
で
用
い

る
基
準
と
、
「
令
和
５
年
度
就
学
援

助
制
度
」
の
審
査
で
用
い
る
基
準
で

は
、
参
照
す
る
所
得
金
額
の
年
度
が

異
な
り
ま
す
の
で
判
定
結
果
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 新入学準備金の入学前支給について
申請・問い合わせ　教育総務課総務係（☎22-0303・内線3009・3013）

町からのお知らせ
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令和４年分所得税の申告期間

2/16木
3/15水

　　　の確定申告、
町民税・県民税の申告準備は
お早めに！

所得税所得税所得税

　

感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
申
告
相

談
会
場
の
混
雑
を
回
避
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
自
宅
な
ど
で
の
申
告
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
手
引
き
や
用
紙
な
ど
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
下
旬

に
税
務
署
や
税
務
課
に
て
用
意
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
２

月
15
日（
水
）以
前
で
も
申
告
書
を
提
出

で
き
ま
す
。

を
利
用
し
て
デ
ー
タ
送
信
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
郵
送
に
よ
る
提
出

〒
６
４
９
―
６
５
９
２　

紀
の
川
市
粉

河
８
０
７　

粉
河
税
務
署

※
申
告
書
な
ど
の
控
え
に
税
務
署
受
付

印
が
必
要
な
場
合
は
、
提
出
用
と
併
せ

て
控
え
と
返
信
用
封
筒
（
宛
名
記
入
・

切
手
貼
付
し
た
も
の
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
告
相
談
会
場
で
の
提
出

・
税
務
署
申
告
相
談
会
場

　

会
場
で
は
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
申
告

書
の
作
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理

券
」
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
事
前
発
行
」
ま
た
は

「
各
会
場
で
当
日
配
布
」
で
取
得
で
き

ま
す
。
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
事
前
発
行
」

は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
友
だ
ち
追
加
で
発
行
で
き
ま
す
。

（
混
雑
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
場
整

理
券
の
配
布
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

期
間　

２
月
16

日（
木
）〜
３
月

15
日（
水
）の
午

前
９
時
〜
午
後

４
時
※
土
日
祝
除
く

場
所　

紀
の
川
市
商
工
会
館
（
粉
河
）

※
申
告
会
場
で
の
感
染
症
対
策
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

⑴
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑵
マ
ス
ク
の
着
用
が
な
い
方
や
咳
・
発

熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
入
場
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑶
会
場
内
に
筆
記
用
具
は
用
意
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
計
算
器

具
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

・
税
務
署
出
張
相
談
会
場

※
相
続
税
、
贈
与
税
、
土
地
・
建
物
・

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
な
ど
の
相
談
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

期
間　

２
月
３
日（
金
）〜
９
日（
木
）の

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

４
時
※
土
日
除
く

場
所　

橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
役
場
申
告
相
談
会
場

　

感
染
症
対
策
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
青
色
申
告
の
方
、
土
地
・
建

物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
、

災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控
除
が
あ
っ
て

確
定
申
告
の
必
要
な
方
は
、
税
務
署
で

申
告
相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
町
か
ら
税
務

署
へ
デ
ー
タ
引
継
に
て
提
出
し
ま
す
の

で
、
利
用
者
識
別
番
号
（
I
D
・
パ
ス

ワ
ー
ド
）
を
取
得
し
て
い
る
方
は
、
利

用
者
識
別
番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
者
識
別
番
号
を

取
得
し
て
い
な
い
方
は
、
申
告
相
談
会

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
、
ま
た
は
様
式
を
印
刷

し
て
作
成
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
下
旬
に
税
務
署
や
税
務

課
に
て
用
意
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
書
の
作
成

提
出
方
法

◆
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

　

自
宅
な
ど
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
ま
た
は
税

務
署
で
発
行
さ

れ
る
利
用
者
識

別
番
号（
I
D・

パ
ス
ワ
ー
ド
））

問い合わせ
　税務課住民税係（内線2042・2046）
　粉河税務署（☎0736-73-3301）
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町からのお知らせ

申告書作成
コーナー

国税庁LINE
公式アカウント
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町からのお知らせ

（
振
替
納
税
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は

４
月
24
日（
月
））

　

便
利
な
納
付
方
法
（
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

納
付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

使
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
）
の
活
用

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

場
に
て
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

期
間　

２
月
６
日（
月
）〜
３
月
15
日

（
水
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
土
日

祝
除
く

場
所　

防
災
セ
ン
タ
ー
１
階

※
地
区
相
談
は
、
花
園
地
域
の
み
実
施

（
詳
細
は
広
報
２
月
号
に
掲
載
予
定
）

事
前
準
備

◆
事
業
所
得

　

農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
は
、

収
入
や
経
費
を
項
目
別
に
整
理
・
集
計

し
、
決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
支
出

し
た
医
療
費
や
、
高
額
療
養
費
・
保
険

金
等
の
給
付
を
受
け
た
金
額
を
集
計
し
、

医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
家
屋

の
新
築
・
購
入
・
増
改
築
を
し
た
場
合
、

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

必
要
書
類
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末

残
高
証
明
書
、
家
屋
の
登
記
事
項
証
明

書
、
工
事
請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
書

な
ど
で
す
。

申
告
相
談
会
場
に
持
参
す
る
も
の

　

申
告
の
内
容
に
よ
り
必
要
書
類
は
異

な
り
ま
す
。
不
明
な
点
な
ど
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
申
告
書
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

　

得
な
ど
の
収
支
内
訳
書
・
決
算
書

・
税
務
署
か
ら
届
い
た
「
確
定
申
告
の

　

お
知
ら
せ
」

・
印
鑑

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保

　

険
証
な
ど
）

・
利
用
者
識
別
番
号
（
I
D
・
パ
ス
ワ

　

ー
ド
）
の
わ
か
る
も
の

・
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
（
地

　

震
保
険
料
や
生
命
保
険
料
の
控
除
証

　

明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書

　

な
ど
）

・
医
療
費
控
除
の
明
細
書
（
医
療
費
の

　

通
知
な
ど
）

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
振

　

込
先
の
金
融
機
関
口
座
名
・
番
号
な

　

ど
・
前
年
の
申
告
書
な
ど
の
控
え

所
得
税
の
納
付

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
期
限
は
３
月
15
日（
水
）で
す
。

町
民
税
・
県
民
税
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

方
は
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
不

要
で
す
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
方
で
も
、
令
和

５
年
１
月
１
日
現
在
か
つ
ら
ぎ
町
在
住

で
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
町
民
税
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
営
業
、農
業
、不
動
産
、利
子
、配
当
、

一
時
、
雑
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

・
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書

　

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

・
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

③
配
当
所
得
が
あ
る
人
で
次
に
該
当
す

る
方

・
非
上
場
株
式
の
配
当
所
得
が
あ
る　

　
（
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
率
が
20
％
）

・
上
場
株
式
の
配
当
所
得
の
う
ち
、
発

　

行
済
み
株
式
総
数
の
５
％
以
上
を
保

　

有
す
る
（
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
率

　

が
20
％
）
ま
た
、
上
場
株
式
等
に
係

●所得税の確定申告、
　町民税・県民税の申告準備はお早めに！



広報かつらぎ  令和5年（2023年）1月号 8

町からのお知らせ

　

る
譲
渡
・
配
当
所
得
に
つ
い
て
確
定

　

申
告
書
を
提
出
し
た
方
で
、
所
得
税

　

と
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
す
る
場

　

合
は
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が

　

必
要
で
す
。

町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の
送
付

　

町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
、
１
月

中
旬
に
対
象
者
と
想
定
さ
れ
る
方
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
返
信
用
封
筒
で
役
場
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
、
申
告
が
必
要
な
方
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
作
成
、
ま
た
は
役
場
申
告
相
談
会
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
な
ど
が
反
映
さ
れ
る
制
度

　

児
童
手
当
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
な
ど
の
所
得
状
況
が
反
映
さ
れ
る

制
度
を
利
用
し
て
い
る
、
ま
た
は
今
後

利
用
す
る
方
は
、
申
告
期
間
内
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
各
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告

で
は
、
令
和
４
年
中
（
令
和
４
年
１
月

〜
12
月
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
を
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し
引
か

れ
る
分
は
、
年
金
受
給
者
本
人
し
か
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
年

間
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
は
、
令
和
５

年
１
月
下
旬
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課
徴
収
係

（
内
線
２
０
４
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
健
康
推
進

課
保
険
年
金
係
（
内
線
２
０
５
６
）

介
護
保
険
料
…
健
康
推
進
課
介
護
保
険

係
（
内
線
２
０
５
２
）

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
町
長
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
所
得
税
や
町
民
税
・
県
民
税
の

障
害
者
控
除
・
特
別
障
害
者
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
認
定
を
希
望
す
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

要
件

①
身
体
に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
で
、
そ

　

の
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程
度

　

の
方

②
認
知
症
高
齢
者
で
、
そ
の
障
害
の
程

　

度
が
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
方
と
同
程
度
の
方

※
２
月
か
ら
の
確
定
申
告
に
利
用
す
る

場
合
の
申
請
受
付
は
、
１
月
４
日（
水
）

か
ら
で
す
。

※
申
請
か
ら
認
定
ま
で
２
〜
３
日
程
度

か
か
り
ま
す
の
で
、
認
定
を
希
望
す
る

方
は
、
確
定
申
告
時
ま
で
に
間
に
合
う

よ
う
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

認
定
に
伴
う
調
査
が
必
要
で
す
。
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
認
定

ま
で
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
介
護
保
険

係
（
内
線
２
０
５
１
・
２
０
５
２
）

確
定
申
告
な
ど
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
に
か
か
る
社
会
保

険
料
控
除
に
つ
い
て

障
害
者
控
除
・

特
別
障
害
者
控
除
の
認
定

国税庁
ホームページ

●所得税の確定申告、
　町民税・県民税の申告準備はお早めに！



広報かつらぎ  令和5年（2023年）1月号9

町からのお知らせ



広報かつらぎ  令和5年（2023年）1月号 10

町からのお知らせ



広報かつらぎ  令和5年（2023年）1月号11
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● 
新
過
疎
法
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

◆
令
和
５
年
度
主
な
適
用
要
件

①
青
色
申
告
を
行
う
法
人
ま
た
は
個
人

が
令
和
４
年
１
月
２
日
〜
令
和
５
年
１

月
１
日
ま
で
に
取
得
等
し
た
設
備
で
あ

る
こ
と
。

②
製
造
業
、
旅
館
業（
下
宿
業
は
除
く
）、

農
林
水
産
物
等
販
売
業
お
よ
び
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ

と
。

③
設
備
の
取
得
価
格
の
合
計
額
が
、
５

０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

対
象
業
種
が
製
造
業
お
よ
び
旅
館
業
の

場
合
、
資
本
金
規
模
が
５
０
０
０
万
円

超
１
億
円
以
下
の
事
業
者
は
１
０
０
０

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。
１
億
円
超
の

事
業
者
に
つ
い
て
は
２
０
０
０
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
。

※
資
本
金
額
５
０
０
０
万
円
超
の
法
人

は
業
種
に
関
わ
ら
ず
「
新
設
・
増
設
の

み
」
対
象
で
す
。

※
右
記
の
要
件
以
外
に
も
課
税
免
除
を

受
け
る
た
め
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
や
申
請
書
類
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
内
線
２
０
４
３
）

申
告
期
限

　

新
過
疎
法
の
固
定
資
産
税
課
税
免
除

の
申
告
期
限
は
１
月
31
日（
火
）で
す
。

　

町
で
は
、
申
請
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
「
か
つ
ら
ぎ
町
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

町
内
に
て
製
造
業
、
旅
館
業
、
農
林

水
産
物
等
販
売
業
お
よ
び
情
報
サ
ー
ビ

ス
業
等
の
事
業
に
用
い
る
建
物
（
当
該

建
物
に
係
る
土
地
も
含
む
）
お
よ
び
設

備
を
令
和
４
年
１
月
２
日
〜
令
和
５
年

１
月
１
日
ま
で
に
取
得
等
（
※
）
し
た

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※「
取
得
等
」と
は
…
取
得
ま
た
は
製
作

も
し
く
は
建
設
を
い
い
、
建
物
お
よ
び

そ
の
附
属
設
備
に
あ
っ
て
は
改
修
（
増

築
、
改
築
、
修
繕
ま
た
は
模
様
替
え
を

い
う
）
の
た
め
の
工
事
に
よ
る
取
得
ま

た
は
建
設
を
含
み
ま
す
。

新
過
疎
法
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
）

● 入札参加資格審査
　 申請書の受付開始

　町が発注する建設工事、測量・建設
コンサルタントおよび物品・役務など
に係る「一般競争（指名競争）入札参
加資格審査申請」の受付を行います。

　詳細は、町ホームページ「事業者向
け・入札情報」に掲載しています。

受付期間　１月１６日（月）
　　　　　～２月２８日（火）
　　　　　※土日祝除く
受付時間　午前８時３０分
　　　　　～午後５時１５分

問い合わせ
企画公室建築契約係（内線2011）

● 家屋の取り壊しの
　 連絡はお済みですか

　固定資産税・都市計画税は１月１日（賦課期
日）現在で町内に土地・家屋・償却資産を所有
する方に対して課税します。
　税務課では町内の家屋の状況把握に努めてい
ますが、取り壊しの連絡がない場合は、取り壊
しの確認ができず、翌年度以降も引き続き課税
する恐れがあります。
　毎年１月２日から翌年１月１日までの間に家
屋の全部または一部を取り壊した方は、取り壊
した床面積の大小に関わらず、翌年１月31日
までに固定資産税係までご連絡ください。
　なお、登記のある家屋を取り壊し、すでに法
務局で取り壊しに関する手続きが済んでいる場
合は、連絡は不要です。

問い合わせ　税務課固定資産税係(内線2043)
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第７回 がん検診
あれこれこれこれインタビュー

健康推進課 坂口保健師

今年がん検診を受けたら、来年は受けなくて大丈夫？Question

　最終回は、坂口保健師に
インタビューします！

Answer
　今年受けたから来年は大丈夫だと過信せず、各がん検診の受診
間隔に合わせて定期的に受診することが大切です。
　検診の後にがんになる前段階の病変やがんが発生することもあ
ります。また、がんを少しでも早期発見・早期治療できれば、治
せる可能性が高くなり、身体的負担が少なく済むだけでなく、時
間や経済的負担も軽くなります。

＼ 自分のために。大切な人のために。検診を受けましょう ／

● 知ってほしい 「特定保健指導」国保国保国保 問い合わせ
健康推進課保険年金係（内線2214）

　特定保健指導とは、特定健診の結果から生活習慣病のリスクが高く、生活習慣の改善で予防効
果が期待できる人に専門スタッフがサポートをすることです。令和２年度かつらぎ町の特定保健
指導実施率は２０.６％です。対象者のうち、約５人に１人しか利用していません。
特定保健指導を受けるメリット
（１）生活習慣病の予防効果が期待できます。
（２）対象者に合った生活改善の方法のアドバイスが無料で受けられます。

特定保健指導実施率
平成30年度 平成31年度 令和２年度

順位
１
２

市町村名
日高町
御坊市

62.1
44.8

割合（％） 割合（％） 割合（％）順位
１
２

市町村名
御坊市
串本町

58.0
57.1

58.8
53.8

順位
１
２

市町村名
印南町
九度山町

17
18
19

21.4
21.2
20.6

かつらぎ町

県平均 県平均 県平均

11.2
6.9
5.5
5.1
0.0
31.9

26
27
28
29
30

26
27
28
29
30

26
27
28
29
30

18.2
14.9
14.0
12.8
0.0
30.3

13.6
11.1
7.3
0.0
0.0
19.7

「和歌山県の国保の状況」より

かつらぎ町 かつらぎ町
26.3
26.3
24.7

17
17
19

17
18
19

21.4
20.6
17.6
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● 令和4年度健康推進員養成講習会
　（かつらぎ町）受講生募集

　住民の皆さまの健康向上を目指し、健康づくりを推進することを目的に健康推進員の養成を
行います。今回の講義はコロナ禍による影響も踏まえた内容です。過去に受講した方もぜひご
参加ください。

◆受診期間終了間際は込み合います
　医療機関により受診できる人数が限られています。「もう少し後で受
けよう」と思っているうちに受診期間終了間際になり、希望日に受診で
きない可能性があります。余裕をもって予約してください。

◆検診に応じた受診券が必要です
　受診券は、令和４年４月に世帯分をまとめて送付しています。対象となる検診は受診券と引
き換えに無料で受診できます。紛失した方は再発行が可能ですので、お問い合わせください。

内容　開講式　オリエンテーション
　①講義と実践「健康づくりと運動」講師 西風幸一氏（健康運動指導士）
　②講義「コロナ禍の中でのこころの健康」講師 上野和久氏（高野山大学教授・和歌山心療オフィス所長）
　③講義とディスカッション「健康増進施策及び生活習慣病予防」
　　「かつらぎ町の健康及び検診等の状況、健康課題」橋本保健所・かつらぎ町
　④修了式（受講状況により知事名で修了認定書を交付）

対象　地域で健康づくり活動を実践できる方

日程　２月14日（火）午後１時～４時30分
場所　かつらぎ町保健福祉センター３階研修フロアー
費用　無料・要事前申込

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2059）

問い合わせ
　がん検診に関すること：健康推進課衛生係（内線2053）
　特定健診に関すること：健康推進課保険年金係（内線2214）

申込期限
１月31日(火)

実施主体　橋本保健医療圏地域・
職域連携推進協議会

受診はお済ですか？
がん検診
特定健診

　令和4年度のがん検診・特定健診の受診期限
が近づいています。
受診期限：２月28日（火）

新型コロナウイルス感染症の影響で、受診控えをしていませんか？
医療機関では消毒などの感染症対策を徹底していますので、
安心して受診してください。年に１回、定期的に受診することが大事です。
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● 
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

　

な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高

　

額
療
養
費
な
ど
の
支
給
を
受
け
た
場

　

合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
に
な

　

り
ま
す
。

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
は
、
福
祉

　

用
具
購
入
や
住
宅
改
修
に
か
か
る
費

　

用
、
食
費
・
居
住
費
お
よ
び
差
額
ベ

　

ッ
ド
代
な
ど
の
負
担
分
は
含
ま
れ
ま

　

せ
ん
。
ま
た
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

費
な
ど
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
そ

　

の
額
を
差
し
引
い
た
額
に
な
り
ま
す
。

支
給
予
定
者
へ
の
お
知
ら
せ

　

案
内
が
届
い
た
ら
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
方

　

１
月
下
旬
以
降
に
支
給
予
定
の
方
に

支
給
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

・
町
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

　

１
月
下
旬
以
降
に
支
給
予
定
の
世
帯

主
の
方
に
支
給
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

・
そ
の
他
健
康
保
険
加
入
の
方

　

詳
し
く
は
、
加
入
の
健
康
保
険
の
保

険
者
ま
た
は
お
勤
め
先
の
健
康
保
険
担

当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
１
年
間
の
医
療
費
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額

が
、
世
帯
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
超
え
た
分
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
４
年
７
月
31
日
）
に

お
い
て
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
で
、
医
療
と
介
護
両
方
に
自
己
負
担

が
あ
る
世
帯
。

※
同
じ
世
帯
で
あ
っ
て
も
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
職
場
等

の
健
康
保
険
で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
と

な
り
、
合
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

計
算
対
象
期
間

令
和
３
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
７

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

支
給
額
に
つ
い
て

　

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
、
下
記
表
の

限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え

た
額
を
支
給
し
ま
す
。

※
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
は
、
保
険

　

適
用
外
の
費
用
や
入
院
時
の
食
事
代

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
／
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係
（
内
線
２
０
５
６
）

介
護
保
険
／
健
康
推
進
課
介
護
保
険
係
（
内
線
２
０
５
１
・
２
０
５
２
）

問
い
合
わ
せ

所得要件（旧ただし書き所得） 医療保険＋介護保険

住民税
課税世帯

住民税非課税世帯

901万円超
600万円超901万円以下
210万円超600万円以下
210万円以下

２１２万円
１４１万円
  ６７万円
  ６０万円
  ３４万円

70歳未満の方

負担区分
（75歳以上）後期高齢者医療＋介護保険
（70～74歳）医療保険＋介護保険

上位所得者
（現役並み所
得者）

住民税
非課税世帯
※「低所得者Ⅰ」の区分で介護サービス利用者が複数いる世帯の場合は、限度額の適用
　方法が異なります。

一　　　般

690万円以上
380万円以上690万円未満
145万円以上380万円未満

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

２１２万円
１４１万円
６７万円
５６万円
３１万円
１９万円

70歳以上の方

自己負担限度額（年額）
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● 
農
地
を
「
貸
し
た
い
方
」、「
借
り
た
い
方
」
募
集
中

　

高
齢
に
よ
り
農
地
を
誰
か
に
貸
し
た

い
方
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
な

ど
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
い
た
い
場

合
に
公
的
機
関
（
農
地
中
間
管
理
機

構
）
が
間
に
入
っ
て
、
無
料
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
方

　

Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
農
業
経
営
課

（
橋
本
市
高
野
口
町
名
古
曽
９
２
５
―
１
）

に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
随
時
受
付
中
で
す
。

※
農
地
の
条
件
に
よ
り
借
り
受
け
対
象

と
な
ら
な
い
農
地
も
あ
り
ま
す
。

農
地
を
借
り
た
い
方

　
Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
農
業
経
営
課
の

相
談
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
は
随
時
受
付
中
で
す
。

※
申
し
込
み
を
し
て
も
希
望
に
添
う
農

地
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
農
業
経
営
課
（
☎

０
７
３
６
―
43
―
２
５
５
５
）

公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
農
業
公
社

（
０
７
３
―
４
３
２
―
６
１
１
５
）

産
業
観
光
課
農
業
振
興
係
（
内
線
２
１

８
１
）

〜
農
地
中
間
管
理
事
業
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
〜

● 農業者年金に
　 加入しませんか

　農業者年金は、日本農業の担い手である
農業者だけが加入できる「農業者のための
年金」です。

　感染症対策のため、鼻水などが付着したマスクやティッシュなどのごみを捨てるときは、ビニール
袋に入れて空気を抜き、しっかり結んで封をしてから町指定のごみ袋に入れ「可燃性ごみ」として出
してください。

加入資格　次の全てに該当する方
①国民年金の第１号被保険者(保険料納付
免除者を除く)
②年間60日以上農業に従事する方
③20歳以上60歳未満の方
※年間60日以上農業に従事する60歳以上
65歳未満の国民年金の任意加入者も加入
できます。

メリット
・少子高齢化に強い積立方式
・保険料は月額２万円から６万７０００円
　までの間で自由に選択可能（35歳未満
　で一定の要件を満たす方は１万円から選
　択可能）
・終身年金で80歳までの保障付
・支払った保険料は全額社会保険料控除の
　対象
・一定の要件を満たす担い手には、保険料
　の国庫補助制度あり

問い合わせ
産業観光課農業振興係（内線2104）

● 感染症対策のための可燃性ごみの出し方
新型コロナウイルス感染症など

問い合わせ　環境課住民環境係（内線2230）

鼻水などが付着したマスク・ティッシュなどの捨て方
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● 各地区の民生委員・児童委員（任期：令和４年12月１日～令和７年11月30日）

令和４年12月１日（木）、民生委員・児童委員の改選がありました。〈敬称略〉

高田1～6班
高田7～12班
移・背ノ山
窪・萩原
北川・中山田・中北出・小田井・大縄
出口・中南・中田中・礼上
駅東・駅西
戎丁・楠丁・十五社
中ノ丁・南新町
東北出・東山田・睦ヶ丘
本町・駅南・第三班
西部・中部
東部・丸和・新生
笠田団地
折居
中佐野
上松東・上松西・緑ヶ丘・東広浦・西広浦・住吉
佐野1・佐野2・佐野3
佐野4・佐野5・佐野6

西大谷・永安
東大谷
蛭子
大薮
西柏木・東柏木

西山・西ノ五・西ノ三・白原・畑峯
東和・北出・谷口・谷口第一・二八
島・今西・宮浦
御所1・御所2・星山
星川・日高
入道山・親友・共和・二六・大橋・神祐
懇友・昭和・友愛・同友・近友
中村・名山
宮本・上平沼田・平沼田・桃の木団地

二ノ宮・新体
下広口・大松
西滝・東滝
平・大久保・下津川
堀越・中畑・神野・東谷

明・井上・丁三・三星
丁四・共進・寺前・丁五・丁六・丁七
昭和・百里・千間・下木原・旭ヶ丘・丁通
市原
丁東・柿ノ木
妙寺団地
新田宮・新田西
新田駅前・新田東
妙1・上ノ丁
妙2・妙3・妙4
妙5・妙9・東新町・西新町
妙6
妙７・妙８・西ノ丁
広垣内・妙12
茶屋出・おばな
西飯降・妙11
広野・短野・大畑
城山・乾・農業大学
三和・睦
南東・城南
東出・嵯峨谷

上志賀・中志賀・下志賀
上天野・川東・川西・神田
上新城・下新城

寺尾・兄井
西番・宮番
中番・島番・東番
教良寺
山崎

久木・中南
新子・池之窪・北寺
臼谷・古向・峯手・中越
滝谷・敷地5.6.7
敷地1.2.3.4.8

　妙寺地区
　加藤　芳己
　青山　末子
　田中　　勉
　北浦勝一郎
　伊勢脇智子
　石阪　　新
　谷口　裕代
　嶋本　裕子
　伊勢川　理
　田村　龍史
　阪口　　綠　
　井上　雅子
　南　　善久
　藤本賀津雄
　摩上　順一
　戀中　節子
　森本　光代
　岡村　由美
　森下　順子
　小山　　等
　中野　博進
　志賀・天野・新城
　中野季史子
　土屋垣内清美
　鍛治　二郎
　三谷地区
　髙嶋眞智子
　西山美智子
　中島　秀剛
　竹谷　雅智
　志保原小百合
　花園地区
　中西　一男
　大谷　岩男
　西　世紀子
　中丸　幸子
　上西　章子

見好西部・志賀・天野・新城・三谷・花園地区
笠田・四郷・大谷地区
妙寺地区

窪田眞由美
中峯　育子
岩﨑三起子

◆主任児童委員

　笠田地区
　山本　光子
　山本久美子
　中阪　裕子
　植野　史子
　福岡　賴彦
　山中　康行
　柴森　孝司
　田村　哲男

　中野　貴文
　東　　千歳
　藤岡　稔忠
　西浦　友子
　中澤　浩二
　東　美由紀
　森本　秀子
　上田　和義
　青木　知加
　久保　正永
　大谷地区
　松谷　愛子
　山下　勝美
　關原　安代
　野﨑　尚登
　西林　周子
　見好西部地区
　薮本　惠子
　長谷川紀子
　平田眞美子
　中川　靖之
　山本　容子
　西林美津子
　岡部美枝子
　阪中　賀代
　山高　國央
　四郷地区
　勝岡　美代
　岡　壽美子
　岡本紀公子
　尾西　智子　
　松岡　和美
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

令
和
４
年
12
月
１
日（
木
）、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
民
生

委
員
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
地
域
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

自
ら
も
住
民
の
一
員
と
い
う
性
格
を

持
っ
て
、
担
当
地
区
の
住
民
の
見
守
り

や
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
３

年
で
、
再
任
も
可
能
で
す
。

　

主
任
児
童
委
員
と
は
、
子
ど
も
や
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
専
門
に
担
当
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
児
童

福
祉
関
係
機
関
と
区
域
担
当
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
役
と
な
っ
て

協
力
し
て
活
動
を
行
い
ま
す
。

活
動
内
容

身
近
な
相
談
相
手

　

担
当
す
る
地
域
に
暮
ら
す
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
の
生

活
上
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
、
医
療

や
介
護
、
子
育
て
の
不
安
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
課
題

が
解
決
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
へ

の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
、

定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、
高
齢

者
や
障
害
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

守
秘
義
務

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
が
他
の
人

に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て

　

災
害
が
発
生
し
た
際
に
自
力
避
難
が

困
難
な
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
を
把
握

し
、
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
の
見
守
り
活
動

　

熱
中
症
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
の

訪
問
活
動
を
通
じ
、
啓
発
や
見
守
り
を

行
い
ま
す
。

児
童
の
見
守
り
活
動

　

登
下
校
時
の
児
童
の
安
全
確
保
の
た

め
、
見
守
り
活
動
へ
の
協
力
を
行
っ
て

い
ま
す
。

各
種
事
業
へ
の
協
力

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
サ
ロ
ン
事
業
な
ど
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
協
力

　

障
害
者
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。

● 将来の国民年金額
　 の減額・増額

　将来受け取れる老齢基礎年金
の額は、保険料納付月数によっ
て決まります。しかし、未納期
間があると、その月数に応じて
減額され、年金額が少なくなっ
てしまいます。
　例えば令和４年度の額で計算
すると、１年間の未納で年間約
２万円の年金が生涯、減額され
ます。
　保険料は納付期限を過ぎても
一定の期間は遡って納付するこ
とができます。未納期間を確認
したい場合や納付書を再発行す
る場合は、和歌山東年金事務所
（☎073-474-1841）へお問い
合わせください。
　また、将来の年金額を増額し
たい方は、定額保険料の他に付
加保険料（１カ月４００円）を
プラスして納めると、老齢基礎
年金に付加年金が加算されます。
納めるには申込が必要であり、
申し込んだ月分から納付するこ
とができます。なお、国民年金
基金に加入している方は利用す
ることができません。付加給付
の申込受付は、健康推進課保険
年金係または和歌山東年金事務
所です。

手続きに必要なもの
年金手帳またはマイナンバー
カード

問い合わせ
健康推進課保険年金係（内線
2055）

ご存じですか？
民生委員・児童委員
　地区担当の連絡先が分からない方は、お問い合
わせください。
問い合わせ　住民福祉課福祉係（内線2063・2067）
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　町内の小学生・中学生・一般の方から人権
啓発作文とポスターを募集したところ、作文
346点、ポスター42点、併せて388点の応募
がありました。厳正な審査の結果、次の方々
が入賞されました。＜敬称略＞

｜作文の部
　◆最優秀賞
　小学生の部　森本　凌生　大谷小学校６年
　中学生の部　松下　周平　笠田中学校１年
　一般の部　　尾崎　綾音　笠田高等学校３年　

　◆優秀賞
　小学生の部
　　坂本　颯斗　笠田小学校４年
　　堀　里緒奈　大谷小学校４年
　　森本　竜生　大谷小学校６年
　中学生の部
　　奥　　千咲　笠田中学校１年　
　　望月　華陽　妙寺中学校２年
　　名出陽美香　妙寺中学校３年
　　伊藤あかり　妙寺中学校３年
　一般の部
　　匿名希望　笠田高等学校３年　
　　匿名希望　笠田高等学校３年

｜ポスターの部
　◆最優秀賞
　小学生の部　田中　悠愛　笠田小学校２年
　中学生の部　松下　周平　笠田中学校１年

　◆優秀賞
　小学生の部
　　西谷萌々那　笠田小学校１年
　　安田惠麗夏　笠田小学校１年
　　畠山　陽菜　大谷小学校３年
　　木下　陽翔　妙寺小学校６年
　中学生の部
　　浦　　彩夏　笠田中学校１年
　　西村　颯人　笠田中学校１年

人権啓発作文・ポスター
優秀作品が決定

※優秀作品に選ばれた作
文・ポスターは優秀作品
集「おもいやり」として
発行し、人権学習の教材
として活用します。

ポスターの部
最優秀賞

※作文の部最優秀賞
の作品は、２月号以
降に掲載します。

中学生の部最優秀賞　松下周平
「心のディスタンスはとらないで」

小学生の部最優秀賞　田中悠愛
「思いやりの花をさかせよう」

写真左）一般の部受賞者、写真右）小中学生受賞者
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秋の叙勲受章

　令和４年11月３日（文化の日）、秋
の叙勲の受章者が発表され、町内から
元特別養護老人ホーム「髙陽園」介護
職員チーフの籔本たま子さん（高田）が
瑞宝単光章を受章されました。
　籔本さんは、平成２年７月から特別
養護老人ホーム髙陽園に入職され、
30年以上の長きにわたり施設介護に
携わり、豊富な知識と経験、介護に対
する熱意、人柄から介護チーフに任命
され、持ち前のリーダーシップを発揮
し、施設運営や若手職員の指導育成に
取り組まれるなど、地域福祉に尽力さ
れた功績が認められての受章となりま
した。

　令和４年10月８日（土）、警察官
や消防士など著しく危険性の高い業
務において精励された方を対象とし
た危険業務従事者叙勲の受章者が発
表され、元和歌山県警部の岩橋幸紀
さん（妙寺）、同じく勢見月文久さん
（東渋田）が瑞宝単光章を、元和歌山
県伊都消防組合消防司令長の益田光
則さん（志賀）が瑞宝双光章をそれぞ
れ受章されました。
　岩橋さんは、昭和47年から38年
の長きにわたり和歌山県警察に在職
され、警察職務に精励し、地域警察
部門において活躍されました。
　勢見月さんは、昭和47年から39
年の長きにわたり和歌山県警察に在
職され、警察職務に精励し、警務警
察部門において活躍されました。
　お二人は、公共の安全と治安の維
持に尽力されたことが認められての
受章となりました。
　益田さんは、昭和55年の伊都消
防組合開署以来、38年の長きにわた
り消防職員として在職され、災害か

危険業務従事者
叙勲受章

まちのわだいまちのわだいまちのわだい

籔本さん

木工芸品の寄贈

　令和４年11月８日（火）、地域で活躍
されている伝統工芸職人 古家穂澄様
（志賀）から、木工芸品を寄贈いただき
ました。心から感謝申し上げます。伝
統工芸による飾り皿と台は、役場本庁
舎秘書室に展示しています。

町長と古家様

文化展の様子

　令和４年11月4日（金）～６（日）の3日間、総合文化
会館で第51回かつらぎ町文化展（町文化協会主催）が
開催されました。
　洋画・日本画・書・工
芸など10部門207名295
点の作品展示があり、会
場を訪れた多くの方が展
示作品を鑑賞されました。

ら住民の生命・身体・財産を守るため、危険業務に精
励されたことが認められての受章となりました。

かつらぎ町文化展開催

岩橋さん岩橋さん岩橋さん

勢見月さん勢見月さん勢見月さん

益田さん益田さん益田さん
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　片山和博さん（島）が、和歌山
県国民健康保険団体連合会表彰
を受賞されました。
　片山さんは、13年にわたり町
国民健康保険運営協議会委員を
務められ、そのほとんどを同運
営協議会会長として尽力される
など、町の国民健康保険運営へ
の多大なる功績が認められての
表彰となりました。

県国民健康保険団体
連合会表彰

　令和４年11月13日（日）、かつらぎ総合
文化会館大ホールにて、町体育協会表彰式
が開催されました。
　令和４年度は、カヌー競技、ソフトテニ
ス、硬式野球で活躍された方および学童少
年野球の指導者として長年青少年の健全育
成に尽力された方ならびにソフトボールの
普及・発展に努められ、体育協会役員・ス
ポーツ推進委員として町全体のスポーツの
振興に尽力された方に各賞が贈呈されまし
た。＜敬称略＞

スポーツ功労賞
西田　貴美　妙寺少年野球クラブ 学童軟式野球
スポーツ賞
小林　実央　武庫川女子大学　カヌー競技
スポーツ奨励賞
尾鼻　珠吏　笠田小学校 ソフトテニス
中本　琉雅　笠田中学校 硬式野球
上田　健介　妙寺中学校 硬式野球
浦野　達也　妙寺中学校 硬式野球
木下　心結　妙寺中学校 硬式野球
深本琥太郎　妙寺中学校 硬式野球
感謝状
井本　久司　町ソフトボール協会 ソフトボール

令和４年度
かつらぎ町体育協会表彰式

片山さん

税に関する作文優秀作品

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁
が募集した中学生および高校生の
「税についての作文」について審査
の結果、次の作品が町内から優秀作
品として表彰されました。＜敬称略＞

｜中学生入選者
　かつらぎ町長賞
　　森本　未紅（妙寺中学校３年）
　　「税金と私達の未来」
　紀北納税貯蓄組合連合会長賞
　　山本　織穂（妙寺中学校３年）
　　「コロナと税金の関わり」
　大桑教育文化振興財団理事長賞
　　露野　佳歩（笠田中学校３年）
　　「消費税の使い道」
｜高校生入選者
　かつらぎ町長賞
　　西尾　奈乃香（笠田高等学校１年）
　　「納 税」
　粉河税務署長賞
　　児玉　知優（笠田高等学校１年）「私たちにできること」

写真上）森本さん
写真下）西尾さん

表彰式集合写真
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く
）
ま
で
上
下
水
道
課
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
に
は
書
類
審
査
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
手
数
料

責
任
技
術
者　

５
０
０
０
円

指
定
工
事
店　

１
万
円

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
（
☎
22
―

６
５
６
６
）

《
町
長
部
局
》
（　

）
は
前
職

◆
健
康
推
進
課

▽
主
任
保
健
師　

木
村
か
お
り
（
総
務

課
付
）

◆
建
設
課

▽
主
査　

船
井
香
里
（
総
務
課
付
）

　

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し
た
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
28
日（
土
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時

場
所　

フ
ォ
ル
テ
ワ
ジ
マ
４
階
大
ホ
ー

ル
（
和
歌
山
市
本
町
２
丁
目
１
）

参
加
企
業　

県
内
企
業
20
社
（
予
定
）

対
象　

概
ね
35
歳
以
上
〜
55
歳
未
満
の

一
般
求
職
者

　

物
品
購
入
（
原
材
料
、
修
繕
、
薬
品
、

活
性
炭
、
機
械
点
検
、
リ
ー
ス
、
レ
ン

タ
ル
な
ど
を
含
む
）
、 

建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
。

申
込
資
格　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１

６
７
条
の
４
お
よ
び
第
１
６
７
条
の
１

１
第
１
項
の
規
定
並
び
に
次
の
各
項
目

に
よ
る
。

①
令
和
５
年
２
月
１
日
現
在
、
引
き
続

き
１
年
以
上
そ
の
営
業
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
。

②
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

③
営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
な
ど
を
必

要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
、

認
可
な
ど
を
得
て
い
る
こ
と
。

④
営
業
状
態
が
健
全
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

提
出
書
類　
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
各
１
部

◆
申
請
書
配
布　

１
月
６
日（
金
）〜
12

日（
木
）

◆
申
請
書
受
付　

１
月
６
日（
金
）〜
18

日（
水
）

※
各
申
請
書
の
配
布
・
受
付
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
日
祝
除

職 

員 

人 

事

お 

知 

ら 

せ

異
動
（
11
月
１
日
付
）

▽
参
事
〈
総
括
担
当
〉
南
典
昌

退
職
（
12
月
５
日
付
）

就
職
交
流
フ
ェ
ス
タ
㏌
和
歌
山

令
和
５･

６
年
度 

橋
本
伊
都
衛
生
施

設
組
合
入
札
参
加
資
格
審
査
受
付

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者･

指
定
工
事
店
の
新
規
登
録

◆
物
品　

入
札（
見
積
）参
加
資
格
審
査

申
請
書
お
よ
び
組
合
が
指
定
す
る
必
要

書
類　

※
様
式
は
組
合
窓
口
配
布
ま
た

は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど　

国
土
交
通
省
統
一
様
式
、

そ
の
他
必
要
書
類

提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
２
月

28
日（
火
）消
印
有
効
）

受
付
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜
28
日

（
火
）※
土
日
祝
除
く 

午
前
９
時
〜
午

後
４
時

今
回
の
申
請
は
、
令
和
５
年
度
・
６
年

度
の
み
有
効
で
す
。
※
詳
細
は
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ　

橋
本
伊
都
衛
生

施
設
組
合
総
務
課
（
☎
０
７
３
６
―
32

―
０
０
２
８
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
11
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
12
ペ
ー
ジ
左
下

﹇
誤
﹈
※
１
番
〜
６
番
が
笠
田
中
学
校

の
生
徒
、
７
番
〜
12
番
が
妙
寺
中
学
校

の
生
徒

﹇
正
﹈
※
１
番
〜
６
番
が
妙
寺
中
学
校

の
生
徒
、
７
番
〜
12
番
が
笠
田
中
学
校

の
生
徒

費
用　

無
料

申
込
期
限　

１
月
27
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

協
会
（
☎
０
７
３
―

４
２
５
―
３
７
２
０
）
詳細・申し込み

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

問い合わせ

1／29（日）9:00～15:00

　平日、役場開庁時間内でのマイ
ナンバーカードの申請・受取が難
しい方はお越しください。

住民福祉課住民係(内線2065)

INFO  くらしの情報 ※新型コロナウイルス感染症の影響で内容の変更・延期・中止・になる場合があります。
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児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われる子どもを発見した｣｢子育
てが辛くてつい子どもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

納期限
1月31日（火）

● 国民健康保険税　　　　第７期
● 後期高齢者医療保険料　第７期
町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。

相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～21:00

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

1/10㈫、23㈪

1/11㈬、2/1㈬

1/6㈮、20㈮

月～金曜（祝日除く）

①1/4㈬
②1/10㈫
③1/17㈫
④1/24㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①1/10㈫
②1/17㈫
③1/18㈬、25㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上 同上

同上 同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

社会福祉協議会
☎22-5222

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリや健康
体操の方法などでお悩みの方
消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜（祝日除く）
1/10㈫12:30～初詣
1/13・27㈮女性居場所
1/17㈫小中高生居場所

1/11㈬※要電話予約

有　

料　

広　

告

●  有料広告募集中

１カ月 １万円

問い合わせ
企画公室秘書広報係（内線2008）

広告掲載サイズ（原寸大）
（縦50mm×横83mm）

相 談 窓 口



が
ん
ば
っ
た　

し
る
し

は
、
み
ん
な　

す
て
き

に
か
が
や
い
て
る
よ
！

盗
む
？
違
う
ね
、返
す
の

さ
。こ
れ
が
ぼ
く
の
犯
行

理
由
。

つ
ま
ら
な
い
日
常
に
サ
ヨ

ナ
ラ
！
近
所
に
コ
ン
ビ
ニ

は
３
軒
の…

は
ず
だ
っ
た

！

喧
嘩
し
て
、
泣
い
て
笑
っ

て
働
い
て
、
お
江
戸
の
女

が
元
気
を
く
れ
る
時
代
小

説
。

同
一
犯
か
？
模
倣
犯
か
？

十
年
分
の
苦
悩
と
悔
恨

は
、
真
実
を
暴
き
だ
せ
る

の
か…

。

命
が
吹
き
こ
ま
れ
た
折
り

紙
を
め
ぐ
る
、
時
代
を
超

え
た
少
年
た
ち
の
大
冒
険
。
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PicUp!PicUp!PicUp! 新着図書

図書館
だより
1月の休館日

1～4・16・23・30

開館 9:00～17:00
☎22-0303

小
学
生
の
部

紹
介
者　

上
田
快
人
さ
ん
（
大
谷
小
学

校
５
年
）

　

「
Ｙ
Ｏ
！
サ
ボ

ロ
ー
あ
の
「
黒
い

や
つ
」、
大
解
剖
」

サ
ボ
ロ
ー
会
議

（
編
）

中
学
生
の
部

紹
介
者　

浦
畑
玲
奈
さ
ん
（
笠
田
中
学

校
３
年
）

　

「
残
像
に
口
紅

を
」
筒
井　

康
隆

（
著
）

高
校
生
の
部

紹
介
者　

美
川
裕
衣
菜
さ
ん
（
笠
田
高

等
学
校
３
年
）

　

「
夏
と
花
火
と

私
の
死
体
」
乙
一

（
著
）

　

紹
介
本
は
、
図
書
館
に
所
蔵
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「きらきらさがし」
新井　悦子（作）
さこ　ももみ（絵）

児童書

一般書

「怪盗フラヌールの巡回」
西尾　維新（著）

一般書

「れんげ出合茶屋」
泉　ゆたか（著）

一般書

「リバー」
奥田　英朗（著）

「妖怪コンビニ　店長はイケメンねこ！」
令丈　ヒロ子（作）
トミイ　マサコ（絵）

児童書

「黒紙の魔術師と白銀の龍」
鳥美山　貴子（著）

児童書

●
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会
を
開
催

　

11
月
27
日（
日
）、
か
つ
ら
ぎ
総
合
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
「
第
７
回
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
小
・
中
・
高
校
生
大
会
」

を
開
催
し
、
小
学
生
９
人
、
中
学
生
９

人
、
高
校
生
２
人
が
お
気
に
入
り
の
本

の
魅
力
を
発
表
し
合
い
、
聴
衆
の
投
票

で
、
チ
ャ
ン
プ
本
が
決
定
し
ま
し
た
。

お 

知 

ら 

せ

写真上）上田さん
写真下）左から美川さん、
            浦畑さん
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１月のスケジュール
1/6・13（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：かつらぎ町保健福祉センター１階
問い合わせ　内線 6013・080-8317-3788

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

※イベントについては新型コロナウイルス感染拡
　大防止のため、変更となる場合があります。

　子育て支援センターは、
色々な玩具があるので、
『おもちゃのおうち』と呼
んで遊びに来てくれる子も
います。
　ボールプールも大人気で、
子どもたちは出たり入った
り、持ったボールをカチカ
チ打ち鳴らしたりして楽し
んでいます。
　船やトラックなどの乗り
物もありますよ。
　保護者の方同士の情報
交換の場としても、ぜひ遊
びにきてくださいね。
　スタッフ一同お持ちして
います。

1/16（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容：「ベビーマッサージ」
定員：６組　要予約：１/４(水)～

1/25（水）10:00～11:00
なかよし広場
子育て講座や親子でふれあう交流の場。
内容：「子育て世代のミニマネー講座」
定員：６人　要予約：１/11(水)～

子育てに
　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。

文
芸
の
窓

俳　

句

1/12（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容：「くつ下で雪だるまを作ろう」
定員：６人　要予約：１/４(水)～

冬
く
れ
ば
父
の
教
え
を
心
し
て　
　
　
　
　
　
　

金
子
し
げ
を

碧
い
空
綿
菓
子
む
く
む
く
春
隣　
　
　
　
　
　
　

久
保　

あ
や

七
種
粥
五
臓
六
腑
に
染
み
渡
り　
　
　
　
　
　
　

玉
置　

和
子

年
玉
の
さ
い
そ
く
に
来
る
孫
子
か
な　
　
　
　
　

寺
田　

昭
子

孫
曽
孫
す
な
お
に
伸
び
よ
雑
煮
餅　
　
　
　
　
　

谷　
　

愛
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
若
返
り
会
）

短　

歌

夕
暮
の
チ
ャ
イ
ム
が
響
く
校
舎
裏
爆
ぜ
し
柘
榴
に
夕
日
が
留
ま

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
い
く
子

海
は
凪
島
の
か
げ
ひ
く
勝
浦
を
母
と
め
ぐ
り
き
遠
き
日
の
母 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　
　

和
子

息
の
家
の
夜
の
ガ
レ
ー
ジ
の
三
台
の
車
に
今
日
の
無
事
を
確
か

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

召
子

夕
暮
れ
て
底
冷
え
は
し
る
境
内
の
杉
の
こ
ず
え
に
天
狗
居
ま
せ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
宝　

教
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
か
つ
ら
ぎ
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は　
　
　
　

ざ
く
ろ

　
こ



　妊娠中から子育て期に関する相談に応じます。
保健師が常駐していますので、お気軽にご利用
ください。
時間  8:30～17:15  場所  保健福祉センター２階

問い合わせ  健康推進課衛生係（2054・2059）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開放
を利用する方は、事前予約をお願いします。自宅で
検温をした後、ご来園ください。大人はマスク着用
をお願いします。予定を変更する場合があります。
町ホームページをご確認ください。

● 子育て世代包括支援センター
　（SUKU²）

● 育児サークル（10:00～11:00） ● 園庭開放

問い合わせ　聖心幼稚園（☎22-1336）
　　　　　　三谷こども園（☎23-3730）
　　　　　　佐野こども園（☎22-6260）

園名 日程 時間
１/10（第２火曜）
１/17（第３火曜）
１/20（金）

三谷こども園
佐野こども園
聖心幼稚園

9:30～10:30
9:30～10:30
9:30～11:00

日程 サークル名 場所
１/20（金） 笠田育児 笠田ふるさと交流館
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となる場合があり
　ます。詳細は、衛生係までお問い合わせください。

広報かつらぎ  令和5年（2023年）1月号27

１月 保健カレンダー 場所／保健福祉センター
問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※乳幼児健診・健康相談では受付時間を個別に通知します。
※新型コロナウイルス感染症の動向により、内容などを
　変更する場合があります。その際は対象者に個別に通
　知します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前8時半の
　時点、午後の健診・教室は午前11時の時点で警報が
　発令されていれば中止とします。ご不明な点はご連絡
　をお願いします。

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や熱がある、新型コロナウイルス感
　染者と濃厚接触、ご家族に感染の疑いのある方
　がいる場合は受診を見合わせてください。
・受付前に検温を行います。できる限りマスク着
　用と、手指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母等の同伴はご遠慮ください。

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査

３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

1/31㈫

1/17㈫

1/13㈮
2/10㈮

1/11㈬

1/5㈭

1/18㈬
1/25㈬

2/1㈬

1/12㈭
2/9㈭
1/6㈮
2/6㈪

13：30～
15：00　

13：30～

10：00～

令和４年７・９月生まれ

令和４年７～10月生まれ 股関節異常の有無

受付時間は
個別に通知

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

平成元年６・７月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和４年６月生まれ

令和４年１月生まれ
令和４年２月生まれ

令和４年２月生まれ
令和４年３月生まれ
令和２年11月生まれ
令和２年12月生まれ

２歳児健康相談

股関節検診
子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

ふれあい遊び・子守唄・絵本の
読み聞かせ・ペープサート・ブッ
クスタート事業による絵本のプ
レゼント



〒
649-7192 和

歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町
2160

TEL：
0736-22-0300　

FA
X
：
0736-22-6432 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https：

//w
w
w
.tow

n.katsuragi.w
akayam

a.jp/
電
子
メ
ー
ル
：
info@

tow
n.katsuragi.w

akayam
a.jp

かつらぎ町
ホームページ

かつらぎ町
LINE登録

かつらぎ町の人口
（11月末日現在）

15,930人（前月比－31人）　男 7,556人　女 8,374人　世帯数 7,169世帯
出生 3人　死亡 30人　転入 36人　転出 40人
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こんにちは

11月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

らのちゃんゆうりちゃん

ほのかちゃん らおちゃん
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